
在宅療養中の方とご家族をサポートします

メディカルショートステイのご案内
～“ときどき入院、ほぼ在宅”を支援します～
医療的ケアが必要な在宅療養中の患者さんとご家族が、安心して在宅生活を継続
できるよう、短期入院による医学管理（リハビリ、看護、療養上の世話）対応を
行っています。

0745-64-2069（直通）

当院は、医療と介護の連携を推奨して
おります。ご不明な点がありましたら、
お気軽に医療相談課までご連絡下さい。

ケアマネジャー・医療機関の皆様へ

約２週間程度
※病状や空床状況により調整いたします。

入院期間

普段使用されているお薬や治療材料等をご持参ください。
病状により、受入が難しい場合があります。
再利用は、退院後1ヶ月以上の経過が必要です。

・
・
・

ご利用にあたってのお願い

お問い合わせ先：医療相談課

リハビリ目的 医療・介護負担軽減 医学管理・療養指導
・身体機能評価
・ADL低下予防
・フレイル対応
・在宅復帰支援

・ご家族の介護指導
・介護者の休息
 （レスパイト）
・在宅療養支援継続

・服薬指導
・適宜検査
・栄養指導
・在宅生活環境調整

対象者となる方

ホームページは
こちら

① 医療相談課に連絡
かかりつけ医、ケアマネジャー、
訪問看護ステーション等を通じて
ご相談ください

② 必要書類の準備
現在の身体状態や医療処置などを
確認します
かかりつけ医からの診療情報提供書
お薬情報
ケアマネからの入院時情報提供 等

③ 入院調整
状況確認後、入院日を調整します
医療保険適用

ご利用の流れ

地域包括ケア病棟、医療療養病棟に加え、
認知症治療病棟などの精神科病棟での専門的支援

多職種による在宅療養に向けての支援

ケアマネジャー・訪問看護等との連携

リハビリテーション対応

当院は、地域包括ケアを重視し、急性期後から
在宅生活まで切れ目のない支援をおこなっています。

秋津鴻池病院の特徴

ＦＡＸ0745-64-2078（直通）
〒639-2273 奈良県御所市池之内1064



事例２ 50歳代半ば 女性
脊髄小脳変性症による肢体不自由有

利用目的 主介護者への療養指導及び休息

利用前の
生活状況

・重度訪問介護や生活介護を利用。
気管切開による、定期的な吸引実施

・主介護者は高齢の母親が24時間体制
で介護中

課題

・本人が誤嚥性肺炎や尿路感染症による
発熱を繰り返していた

・母親が「定期的に医療職による集中的
な体調管理やケアを受けたい」と希望。
母親自身の介護疲労有

事例１ 80歳代前半 男性
脳梗塞による半身まひ、嚥下障害有

利用目的 本人の体調管理・医療的ケアの再調整

利用前の
生活状況

・訪問看護や訪問介護を利用し、経管栄養
（胃ろう）管理を実施
・車いす生活を継続
・主介護者は長男嫁

課題

・退院1年後、日中の離床時間が減少
生活リズムの乱れ、体力、筋力が低下

・本人も「専門的な看護やリハビリのもと、
定期的・集中的に体調を整えたい」と希望。

病室タイプ 料金（税込）

個室 2,200円～7,700円

２床室 1,100円～6,600円

多床室 室料負担無

メディカルショートステイの利用例

・設備が整った環境で、看護師
による丁寧な吸引や体調管理
を受け、穏やかに過ごせた

・リハビリスタッフによる、訓練
や評価によって、四肢の拘縮や
褥瘡予防や離床機会が増えた

・いつもと異なる環境で過ごす
ことで気分転換を図り、生活
リズムが整い、睡眠も改善

・専門職が24時間体制で医療的
ケアをサポートしてくれることで、
まとまった睡眠と安心感を得れた

・日頃の介護・処置、体調急変や
感染症の不安から解放。自分の
時間や休日をとり、リフレッシュ
できた

・本人の離床意欲や表情の明る
さが戻り、ご自宅での生活リ
ズムが改善

・定期的な利用が「生活の適度
なメリハリ」となり、体調と
気持ちがリセットできた

・ケア方法の見直しにより、入院
頻度が減少した

家族にとってよかったこと患者にとってよかったこと 利用後の生活状況

メディカルショートステイの利用後

医療保険適用のため、通常の入院と同じ、医療費負
担でご利用可能です

マイナ保険証を利用いだだくと、お手続きが簡易です

・
・

・

入院費用について

厚生労働省
高額療養費制度のお知らせ

入院費は、高額療養費制度が適用されます。本人の
世帯の収入に応じた区分により、医療費、食事代が
異なります

その他の費用について

※空床状況によって、ご希望に添えない場合があります
※車いす、歩行補助具、洗濯、テレビ等のリースがあります
ただし、委託業者とのリース契約が必要となります
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